
連動イベントの設定手順
（HDD異常）

この手順書では、Uniview製ネットワークレコーダに搭載されたHDDに異常が発生したとき、アラーム出力や
メール送信等のイベントを連動して発生させる設定手順を説明します
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1.HDD異常設定画面の表示
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1. 「メニュー」内、「アラーム」を開く

2. 「システム警告」を開く
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2.アラート動作 「アラートタイプ」の設定

「警告タイプ」項目で
「ディスクオフライン」、「HDDに異常があります」
「録画/スナップショット異常」の項目について、
順に次ページ以降の設定を行う



3.HDD異常時アラートの設定
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各項目のうち、必要なものにチェックを入れる。それぞれの設定方法については次
ページ以降で説明する。

●ブザー(P.5)
：NVRからブザー鳴動

●Eメール送信(P.6)
：登録したアドレスにメールを送信

●ポップアップウィンドウ(P.8)
：画面上でメッセージウィンドウをポップアップ

●アラーム出力(P.9)
：背面端子よりアラーム出力
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4.アラート動作 「ブザー」の追加設定

2.「カスタム期間」設定でブザーを鳴動させる時間を設定する

1.「ブザー」項目を開く
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5-1.アラート動作 「Eメール送信」の追加設定1

1. 「ネットワーク」を開く

2. 「Eメール」を開く
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5-2.アラート動作 「Eメール送信」の追加設定2

使用するメールサーバーに合わせてSMTPサーバーを設定し、
メールの送り先として「受信者アドレス」の設定を行う
※ 受信者アドレスは6件まで送信可能
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6.アラート動作 「ポップアップウィンドウ」画面

ポップアップウィンドウを設定した場合、
異常発生時に以下のような画面が表示される
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7-1.アラート動作 「トリガーアラーム出力」の設定

出力させたいアラーム出力端子にチェックを入れる
A->〇〇 ：NVRのアラーム出力端子
D〇〇->1 ：カメラのアラーム出力端子
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7-2.アラート動作 「トリガーアラーム出力」の追加設定1

1.「入力/出力」を開く

2.「アラーム出力」を開く
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7-3.アラート動作 「トリガーアラーム出力」の追加設定2

設定したいアラーム出力番号の
「編集」を選択
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7-4.アラート動作 「トリガーアラーム出力」の追加設定3

アラーム出力設定を行う

デフォルト状態 ：NO(常時接点開/異常時接点閉)
NC(常時接点閉/異常時接点開)

アラーム持続時間：カスタム(「遅延」項目で出力時間を設定)
最大(HDD異常復旧か手動停止まで出力継続)

遅延 ：アラーム出力時間を設定
「5～3600」秒の間で設定可能


